
杉
本
さ
ん
は
、
文
部
科

学
省
の
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
（
学
力
テ
ス

ト
）
の
中
学
国
語
の
問
題

を
担
当
。
約
40
人
の
教
員

ら
を
前
に
、
学
力
テ
ス
ト

に
新
聞
を
使
っ
た
問
題
を

出
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、
自
分
で
課
題
を
見
つ

け
て
情
報
を
集
め
、
整
理

し
て
調
べ
る｜

と
い
う

「
課
題
解
決
型
の
授
業
」

が
求
め
ら
れ
る
中
、
児
童

生
徒
の
新
聞
に
関
わ
っ
て

の
学
力
が
、
ど
の
程
度
あ

る
の
か
把
握
す
る
た
め
と

説
明
し
た
。

学
力
テ
ス
ト
に
は
Ａ
問

題
と
Ｂ
問
題
が
あ
る
。
杉

本
さ
ん
は
Ａ
も
Ｂ
も
、
基

盤
的
な
事
項
で
「
１
０
０

％
解
い
て
ほ
し
い
問
題
」

と
し
た
。
そ
し
て
、
解
け

な
か
っ
た
問
題
、
課
題
が

あ
る
問
題
に
つ
い
て
、
同

研
究
所
は
２
０
０
９
年
度

か
ら
「
授
業
ア
イ
デ
ィ
ア

例
」
を
出
し
て
い
る
こ
と

を
紹
介
。
10
年
度
の
「
部

活
動
新
聞
」
で
一
般
記
事

と
コ
ラ
ム
記
事
の
書
き
方

の
違
い
を
踏
ま
え
た
上

で
、
ト
ッ
プ
記
事
と
コ
ラ

ム
記
事
を
書
い
て
み
る
授

業
を
示
し
た
。

「
情
報
の
受
信
」
と
い

う
観
点
で
、
本
年
度
の
学

力
テ
ス
ト
中
学
校
国
語
Ｂ

１
「
い
ろ
は
か
る
た
」
の

問
題
で
は
、
か
る
た
に
つ

い
て
分
か
っ
た
こ
と
を
生

徒
に
書
か
せ
た
上
で
、
さ

ら
に
知
り
た
い
こ
と
を
ど

の
よ
う
な
手
段
で
調
べ
る

か
答
え
さ
せ
る
問
い
を
出

題
。
杉
本
さ
ん
は
「
イ
ン

タ

ー

ネ

ッ

ト
で

調

べ

る
」
と
書
い
た
生
徒
の
約

２
割
が
、
具
体
的
な
調
べ

方
（
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入

力
し
て
調
べ
る
な
ど
）
の

見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い

点
を
指
摘
。
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
学
校
図
書
館
で

ど
の
よ
う
に
調
べ
た
ら
い

い
か
分
か
ら
な
い
生
徒

に
、
も
う
少
し
丁
寧
に
授

業
を
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
訴
え
た
。

そ
し
て
、
な
ぜ
授
業
で

新
聞
を
使
う
の
か
、
と
い

う
こ
と
を
児
童
生
徒
に
理

解
さ
せ
る
こ
と
の
大
切

さ
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
を
通
じ
て
児

童
生
徒
に
ど
の
よ
う
な
力

を
付
け
さ
せ
た
い
の
か
、

教
師
が
イ
メ
ー
ジ
し
て
授

業
を
し
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
を
強
調
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
産
経

新
聞
社
長
野
支
局
長
の
高

橋
昌
之
さ
ん
が
「
政
治
記

者
の
仕
事
と
政
治
記
事
が

で
き
る
ま
で
」
と
題
し
、

入
社
の
動
機
や
政
治
記
者

に
求
め
ら
れ
る
力
な
ど
に

つ
い
て
話
し
た
。
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長
野
県
新
聞
活
用
教
育
（
Ｎ
Ｉ
Ｅ
）
推
進
協
議
会
は
11
月
９
日
、
長
野

市
の
信
濃
毎
日
新
聞
本
社
で
「
第
９
回
県
Ｎ
Ｉ
Ｅ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
い
た
。

講
師
に
国
立
教
育
政
策
研
究
所
の
学
力
調
査
官
、
杉
本
直
美
さ
ん
を
招
き
、

「
情
報
の
受
信
・
発
信
と
新
聞
の
活
用
」
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

県内の教員が中心メンバーの「長野県ＮＩＥ研究会」

各地区研究会の参加者を募集

【北信地区ＮＩＥ研究会】 会長： 宮下 宏・中野市立長丘小学校教頭
期日：2013年12月７日(土)午後１時30分～４時
場所：信濃毎日新聞社長野本社２階講堂（県庁近く※駐車場なし）

【中信地区〃】 会長：有賀 久雄・長野県田川高校教諭
期日：2013年12月７日(土)午後１時30分～４時
場所：池上百竹亭（松本城北 裁判所となり）

【東信地区〃】 会長：木内 清・長野県小諸高校長
期日：2013年12月14日(土)午後１時30分～４時
場所：佐久勤労者福祉センター（佐久平駅南）

【南信地区〃(予定)】 会長：木下 正彦・駒ケ根市立東中学校教諭
期日：2014年１月11日(土)午後１時30分～４時
場所：伊那北地域活性化センター「きたっせ」（伊那北駅徒歩３分）

◎いずれも参加無料です。お気軽にご参加ください。
◎申し込みは同会事務局(県ＮＩＥ推進協内)へ。学校名、お名前をお

知らせください。電話（026）236-3480 ファクス（026）236-3096

長
野
市
で
第
９
回
長
野
県
Ｎ
Ｉ
Ｅ
セ
ミ
ナ
ー

「
な
ぜ
新
聞
か
」分
か
ら
せ
て

国
立
教
育
政
策
研
・
杉
本
直
美
さ
ん
講
演

セミナーでは、杉本さんが用意した全国

学力・学習状況調査（学力テスト）の問題

３問を、参加者が実際に解いた。また、３

問を含むいくつかの問いについて、全国と

長野県の正答率を杉本さんが紹介した。

最初の問題は、2010年度中学校国語Ｂ

１。トップ記事で太宰治生誕100年を伝える

「全国新聞」の１面から出題。設問一。太

宰治文学サロンが開設された年月の正答率

は全国75.8％、長野県75.4％。同二。トッ

プ記事とコラムの書き方の違いは全国50.2

％、長野県46.8％。同三。どの記事のどの

部分に興味を持ったかは全国52.6％、長野

県43.6％だった。

次に本年度中学校国語Ｂ１。設問三。「い

ろはかるた」についての説明を読み、さら

に調べたいことをどの手段でどう調べる

か。正答率全国58.5％、長野県55.4％。

最後に同Ｂ３「漢字を正確に書けます

か？」。設問一。新聞記事の書き方の特徴

を選ぶ問題。正答率は全国61.6％、長野県

58.8％だった。

杉本さんの講演内容や学力テスト問題な

どについての問い合わせは長野県ＮＩＥ推

進協議会（電話026・236・3480）へ。


